
はじめに
皆さまこんにちは．理学療法士の坂 雅之と申します．今回初めて書籍編集を担当す

ることになり，何から書き始めたらよいか分からず困り，話題のChatGPTに質問を投
げかけながら書いているのがこちらの文章です．AIの力を借りつつも，私の正直な気
持ちを言葉に乗せたいと思っております．どうか最後までお付き合いください．

まず，この本に興味を持って頂いた皆さまに感謝を申し上げたいと思います．ありが
とうございます．本書籍の主な対象として，①何から学んでよいか分からない新人セラ
ピスト，②後輩指導に携わる中堅セラピスト，③新時代を担うこれからのセラピスト，
を思い浮かべながら企画と編集を進めてきました．と言いつつも，この分野に興味をお
持ちの方であればどなたでもウェルカムです．きっと何かしらのヒントやメッセージを
受け取って頂けると信じております．

この本を読むことで，臨床で遭遇しやすい整形外科疾患に対する理学療法に関して，
①何を学んだらよいか，②どう考えたらよいか，③どのような評価・治療を行うとよい
かを整理することができます．より具体的には，「痛みに関与する軟部組織はどこか？」

「軟部組織の特徴を踏まえどのように治療プログラムを立てたらよいか？」「どのような
治療手技を選択したらよいか？」といった疑問に対するひとつの答えを学べます．臨床
では絶対的な答えのないクエスチョンがほとんどではありますが，目の前で困っている
患者さんを救うためには，私たちは何かしらのアンサーを提示する必要があります．各
分野でご活躍中の臨床家に執筆して頂いたこの書籍なら，きっと皆さまの問題解決のお
役に立てることと思います．

本書籍の特徴は，①Q＆A方式で臨床に直結する知識を整理できる点 ，②評価や治
療手技を動画で学習できる点，③専門家オススメの論文や書籍情報が得られる点です．
①まずは日々の臨床の疑問に直結する情報にアクセスし，今困っている問題に対する専
門家の見解を理解する．基本的な問題に対する答えとその導き方を学ぶ．②その上で必
要な評価・治療の具体的な方法を写真と動画で確認する．臨床で試す価値のある技術を
習得する．③加えて理解を深めるために推奨される書籍に目を通し，次に生じる可能性
のある問題にも対処できるようになる．臨床は点数化できるものではありませんが，①
②で60～70点が取れるようになり，③で90～100点を目指していく，そんなイメージ
に近いかと思います．



各章の執筆を担当するのは，整形外科理学療法に情熱を注ぎ，各部位の軟部組織障害
に対する治療を得意とする理学療法士です．お人柄も素晴らしい方々に，私から頼み込
んで執筆にご協力頂きました（そして時には無理なリクエストにも答えて頂きました）．
各執筆者は，各々の施設で患者さんの抱える問題と真摯に向き合い，知識と技術を常に
アップデートし続けている臨床家です．この本を通じて，読者の皆さまが疑問を解決す
ることの楽しさを知り，臨床を好きになる， その後押しをしてくださる教育者です．

書籍のコンセプトを理解し，お忙しい中時間を割いてご協力頂いた執筆者の方々に
は，感謝の気持ちでいっぱいです．本当にありがとうございました．そして羊土社の鈴
木美奈子さん，山村康高さん，お二人をはじめとする編集部の皆さまのご支援やご助力
があってこそ，このような素晴らしい書籍を完成させることができました．心から感謝
しています．ありがとうございました．最後に共同編集者の大路駿介さん，私の配慮が
行き届いていない点についてご指摘頂き，時に励まし，時に鞭を打って伴走してくださ
り，ありがとうございました．感謝の言葉も見つかりません．

これからも，いち臨床家として，執筆者として，よりよい知識・技術の習得と共有に
向けて努力していく所存です．この書籍が理学療法に携わる皆さまにとって有益なもの
となり，より多くの患者さんが救われることを願います．
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